
議
第
六
十
四
号

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
創
生
総
合
戦
略
を
次
の
よ
う
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
提
出

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

策
定
の
趣
旨

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し
て
、
本
格

的
な
人
口
減
少
時
代
の
到
来
を
踏
ま
え
、
次
な
る
十
年
間
を
展
望
し
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
と
確
か
な
暮
ら
し

の
あ
る
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
を
目
指
し
た
今
後
五
年
間
の
政
策
の
方
向
性
を
示
す
戦
略
を
策
定
す
る
。

二

政
策
の
方
向
性

１

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
を
支
え
る
人
づ
く
り

⑴

未
来
を
支
え
る
人

⑵

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会

２

健
や
か
で
安
ら
か
な
地
域
づ
く
り

⑴

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域

⑵

安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
地
域

⑶

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

３

地
域
に
あ
ふ
れ
る
魅
力
と
活
力
づ
く
り

⑴

地
域
の
魅
力
の
創
造
・
伝
承
・
発
信

⑵

次
世
代
を
見
据
え
た
産
業
の
振
興

⑶

農
林
畜
水
産
業
の
活
性
化

三

主
な
成
果
指
標

１

県
内
高
校
生
及
び
県
出
身
大
学
生
の
県
内
就
職
率

六
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
〇
二
二
年
度
）

２

六
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
夫
の
家
事
・
育
児
・
介
護
等
に
携
わ
る
時
間

一
日
当
た
り
一
三
〇
分
（
二

〇
二
一
年
）

３

人
口
十
万
人
当
た
り
医
療
施
設
従
事
医
師
数

二
三
五
・
九
人
（
二
〇
二
三
年
）

４

介
護
職
員
数
（
施
設
サ
ー
ビ
ス
及
び
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
職
員
数
）

三
九
、
六
九
六
人
（
二
〇

二
五
年
度
）

５

合
計
特
殊
出
生
率

一
・
八
〇
（
二
〇
三
〇
年
）
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６

従
業
者
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
（
従
業
者
四
人
以
上
の
事
業
所
）

一
、
一
六
〇
万
円
（
二
〇
二
〇

年
）

７

観
光
消
費
の
経
済
波
及
効
果

五
、
〇
〇
〇
億
円
（
二
〇
二
〇
年
）

８

新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
育
成
数
（
新
規
就
農
者
、
雇
用
就
農
者
、
定
年
帰
農
者
、
農
業
参
入
法
人
及
び

集
落
営
農
）

累
計
二
、
〇
〇
〇
人
（
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
）

四

計
画
期
間

二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
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